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エツ(シ打の食害調査

当センターでは。平成９年より輝雄知床の国有林向で

エゾシカによる樹木食醤,iM盃を行っています。｝M木食害

とはエゾシカが'１M木の皮をはぎ取り食べてしまう彼醤で，

樹皮を全周食べられると樹木が枯れてしまい，林業被害

の拡大や森林生態系のバランスが胸#'る可能性もあり深

刻な問題となっています。

｜<表はイチイの食密Ilk秒をあらわしたものです。平成

１７年５月に実施したRMI溢から。昨fl三春から今抹までに

新たに食密を受けたイチイは３７本であることが分かり

ました。食密の経過は，、12舷８年からＷ'三にかけて急激

(写典：篠のjiⅡ床五WjlのWiIllI1§から）

北海道森林管理局知床森林センター

〒()99-4113北海道斜里郡斜里HIT本111Ｔ１１齢地

電話01522-3-3009１奇AXOl522-3-3160

ｶK-Ａへ喜一ｼ’Ｍ[,)://www.sn℃toko､1ｍ｢.､e､jp／

ました。食濟の経過は，、12舷８年からＷ'三にかけて急激ガ;;/魔を食べていたエゾシカ

に食害が蝋え，その後徐々に贈え続け，’１z成’７年では

イチイ全体の９３％が撰稽を受ける結果となりました。

，澗査区はイチイ林ｲく辿伝資源係作ﾄﾄﾞに指定されており，イチイを樹皮食嘗から係漣するたあ脇 ｊ 
」 r、

に，平成１２年秋に調瀧にIﾉﾘのイチイ約10()本にiiIii皮食薔Mlj除網を巻き，経過をみていま

虹に１５年度から，知床ｌＩＩＩｔ物館と尖liliのイベントで，地元の小学生と一緒に，樹皮鍵轡防

を巻き，被警の状況と森１１１【の大切さを伝えています。これからもイベント・調査などを通

祷防除籍を巻くとともに，樹木を保全する対策を薄えていきたいと思います。

す。

『薑1尋;億 二言、除細

じ食

知床への蒜の訪れは、佗やmrlml{けといった｢I然現壕で感じることが多いですが、冬jWl1il閉鎖さ

》1ていたiii[鵬が開jⅢした．というニュースもこの１１#MJIの１Ｍ勿持の一つです。イチイの食害推移
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ウトロと羅臼を結ぶ国道３３４号線（知床臓断道路）は

ＩＪＷ二１１川から冬側1の通行|lzめに入り，例年ゴールデンウ

イーク,iiに1Ｍ通します。今年も.１１１２８１１の開ｊｍを１１指し、

１ヶ月以上耐から除`Ii作業が行われていました。ところが、

１１M通1賃Iiilの.１１１２１１１に降ったまとまった雪と強瓜で新た

な除雪と遊鵬脇の斜ljIIにlIIjl〔た雪庇（せつぴ）,の除去が

懸婆となり、開通1Mrll11の延lMlを余儀なくされました。その

緯も慈天鵬は続きⅢ'１１通は綱'年よりﾉに'wiiに遅れた５月'５‐（1Ｊ）となりました。Iiliilllf勉路の１%１通が連休後となった

のは５年ぷI)とのことで、雛Ikiiiiの繭|鵠１１W渡を待ち望んで
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’ のは５年ぶりとのことで、述休前の道|鵠1W1通を待ち望んで知床横断道路と羅臼岳

いた方々には残念な結果とな(）ましたが、知床の｢|然のlilf

しさを改めて感じさせる機会ともなりました。

※雪庇(せつぴ:強風により斜倫面等に発生する雪の庇(ひさし)。雪崩の原因となる。

９１０１１１２１３１４１５１６１７ 
年

一〃、jWIL1ﾐ脇光の７１１ＷであるlW1床而iiM1のl`M遊遊歩道は、

４１１２２１Iよ'〕遡行例I能とな'）素した。ｆｆ月上fij時点で、

職ilWI1il辺はまだまだ．'｢深く、水道も雪をかぶり､三湖よ'〕

ﾘLには長ＷＩｊがないと人＃Iない状ｉｌでしたが、連し'《｢'１という

こともあI〕、多くのliM光客がI謝れていました。昨年は、ヒ

グマの洲没によ')例年になく遊歩道を閉鎖する期１１１１が長い

年となりました。今年はlu:界「|然遺液への蟻録も総え、知

床を訪れる人が更に胸えることが予想されます。’1上界過箙

登録をきっかけ(二、fiilVIを訪れた一人でも多くの方が人ｉｌＭ

と111;''二動物との災存に思いを巡らせてもらえればKといと思い

ます。

＝職員紹介＝ ４月１日をもちまして所長が変わりました。

蜂学幽
廷IgrDgごつお

４｣１１日よりセンター所長を拝命しました谷本縛朗です。ＮＩＥ成７年よ!〕１２年１月まで網走

管内（清製蝋#|i籍緑森|;|『班総所→紋ｶﾞﾘ１１丁役所(lllf1]→北見分局指騨計lii'i蝋）におりまして、東ji〔、
WjHlM1勤務を経て雌のごとく反って参りました。今年は世界Ｉｉ１然世塵への溌録も予定され、知床
が全同的に注||される年になります。皆隙のIMIﾉﾉを得ながら、jiU床のl1Lljﾉﾉを全１１Ⅲ的にＰＲｌｌＩ来
るよう頑躯Ｉ)たいと思っています。宜しくお願いいたします。
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知床峠の駐車場に集まる観光客



イベント這諭れろ知床の皀然召
了

今年のイベント計画が決まりまし
よろし_<_お願Ｕします

ボンホロ沼（６）j）

ポンホロ縞は、知床liiil折道路の西I(Ｉに広がる見事な針

広混交ＩＫｉ;の中にあり、禰解け水が溜まる襟先から初奥ま

でにしかji』られない『幻のWHjと呼ばれています。幻想

的な沼ｌＩｊｌ辺の森林には、ウグイス、アカゲラやカッコウ

などの卿libも生息しています。

Ｌ 」

今年度のセンターのイベント計I1I1iが決

まりました。

皆さんを『111界lQ1然辿達候補jlll：）11床

の森林』へご案lﾉﾘいたします。いずｵ1も

[]然が選んだ造形美です。lJljl季各々に、

新たなF1然との11}会いがあると思います。

また、斜ＩＩＬ町立知床lWi物館との尖IMiに

より、さらに内容の充実したイベントに

していきたいと思います。

なお、，Wtillにつきましては、開IlXlIが

間近になった１ヶ）I1ii頃から、ホームベ

ージ､「|『や111｢の広剃1,論やWrlH1などでおｊｉｌｌ

らせいたします。

１画

ｃ羅臼湖（７月）

ポルF:1iW1は樹１１M3.7ｋｍであり．｜]の,iiiのjH1il"１１岳と背後

の天1画111の間に、姿を隠すようにしてひろがっています。

鮴niMlへ至る遊歩道沿いにはﾉ<小５つのi<|と1111原が点(,；

し，l11illlliil〔物と佗々をiiM察することができます。天候が

蜜わりやすく、’聯天で澱んだ糊而に`!』:る靴F1i,'1|もさるこ

とながら、霧の『|'にⅡ）&える湿原もなかなかlilll秘的な光殿

です。
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i耐'鍼#曇昨年の様子（海岸林から流氷をながめる子供たち）

知卿ﾐFl然観察教育林（８月）

jiuI1《|`I然観察教育|卜は、樹llli;数百年、Iiliﾘ,wi,I1f筏１ｍ

,瞳のミズナラ大木が41ﾖいJIM５つた原生的な瀧|;|;です。こ

の鯨ではクマゲラの食痕やヒグマの爪痕が蝋察できま

す。また秋には様々なキノコも観察さオ'ます゜今年の

イベントコースには含まれていませんが、ＩＭＩ別川のｉＩｌｉ

流に述なる,Mliきの滝や、クマゲラの池も炎しいです。

◎森林レクリエーション・ｉｎ知床

獲施１１１Ｊ（lllM1]） 行事内群 実施場所嫌典人貝

平成１７年 可憐な花を求めて神秘の繩Ｆ１ 羅臼櫛 ２３堀

７ｊ１１２８Ｉ］（木） 湖に行こう

８j:｜下旬（水） 知床の森でキノコの秘癖を操 ｢】然霞察敦青ＩＭＩＩ ２３繕

ろう

ｌＯＩｌｌ３１１（木） オシンコシンから弁lM11lIiへ,lj「 オシンコシンlJjl辺 ２３穂

の道を歩こう

iliF-iHiの流氷１エゾシカ11&う平成１８年 フレペの瀧川辺 ２１Ｗ'１ 

オンンコシン周辺（１０月）

オシンコシンの滝の1二を遮るl日進は.:1ｋｍあり、現礎

はIMiJlIさオ'ていません。''1道沿いにはミズナラの人径ｲ<、

オヒョウニレ、トドマツやエゾマツなどの針広混交林に、

illil1Iillllfのイチイが温'|きし特徴的な藤ﾄ|;HtiiiHをつくってい

ま-1-。また、トドマツにはヒグマの爪痕やクマゲラの食

痕がみられ、野〈|昊勤物の存圧を身近に感じることができ

ます。

３ノ｝２１１（木） フレペの森を脳砿しよう

P気
◎森とのふれあい

獲施'''１（lllulJ） 行璽内溶 実施場所｜募鯉人日

平成１７年 初夏のjWlMﾐの鎌で地球温暖化 ポンホロ沼、セン ２３ｆ'１ 

について考えよう〔ｉｊＹ１９［１（1.1］ 夕一庁舎蝋地内

９Ｊｒ１１ｖ旬～ ドングリさんなったかな？す イチイ林木過侭溌 ３０儲 Ｐ 

１０）１上仇」 ンコさん大丈夫？ 狼保存ﾄﾞ|:外

藤の恵みのク１１スマスリーｌｌＩ１２（）１１Ⅱ|］ センターセミナー ３０繕

ス作り 室

フレペの極（３Ｍ）

オホーツク海に流れ落ちるフレペのWfliW1辺の瀧林を｢歩

くスキー」で散策します。塊の上部に広がる雪原では．

越冬するエゾシカの脈れが観察できます。また流氷の地

平級を眺めながら、lWf膿沿いの森(《|【を巡ります。｜'|;床が

醤に隠れた冬の知床のi1ii{1;も、歩きやすく心｣U』よいもの

です，エゾモモンガのｆＭＩやエゾクロテンの足跡なども

観潔できます。

平成１８年 冬休み親ｒ木:I二伸雌 センターセミナー ３０槽

ｌ）１１忽１１１（上】 竈

２）ｌ１Ｒｌｌ（|z］ 流氷IW1し寄せる海岸|:'6を突き 祷釣沼周辺のＭｲ『 ３０塩 Ｐ 

進もう 林 Ｉ 
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獲施１１１Ｊ（''１１１１]） 行事１ﾉリ瀞 実施場所 藤典人貝

平成１７

７ｊＷ２８Ｉ］（木）

可憐なｲﾋﾟを求めて神秘の繩Ｆ１

湖に行こう

羅臼湖 ２３橘

(木） 知床の森でキノコの秘儒を操

ろう

121然霞察救青林 ２３橘

10Ⅱ１３１１（イゼ） オシンニIシンからかlM1IlIiへIIT

の道を歩こう

オシンコシンIAi辺 ２３網

平成１８鮠

３ノｊ２１１（木）

海一iHiの流氷１エゾシカ集う

フレペの森を１N(砿しよう

フレペの流阿辺 ２３ｆ'ｉ 

実施側'１（lllul]） 行事ｌﾉリ瀞 実施場所 藤奥人員

平成I

６)１ 

年

９１１（１１） 

初夏のjWIMﾐの鎌で地球柵順化

について考えよう

ポンホロ沼、セン

夕一庁舎蝋地内
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室
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1f戒１８年

ｌ）Ｉし'１１（上）

冬休み親ｒ木1二IilK験 センターセミナー

室

３ fｈ 

２j１１Ｒｌｌ（_|z） 流氷Ｉｌｉ１し寄せる海岸|:'6を突き

進もう

祷釣沼周辺のujl荷

林

３０橘


